
Ⅰ 

 問１ カ，シ   問２ Al3+   問３ NH3 

 問４（1）イ，タ  （2）オ，ト  （3）ア，ソ  （4）エ，ス 

 問５ 1：×  2：×  3：○  4：×  5：×  6：○ 

 

Ⅱ 

 問１ a：ア  b：エ  c：イ  d：ウ  e：カ 

 問２ 点ｆ：三重点  ｇ：超臨界流体（超臨界状態）  ｆ-ｈ：蒸気圧曲線 

 問３ 6.1×102［㎩］   問４ Ba(OH)2+CO2 → BaCO３＋H２O 

 問５ 
１

２
𝑥 +

1

2
𝑦 + 2𝑧［mol］   問６ 2.5×10-3［mol］ 

 

Ⅲ 

 問１ S+O2 → SO2   問３ 斜方硫黄，S８ 

 問３ ア：-2  イ：+6  ウ：+4  エ：+4  オ：0 

 問４ H2S+H2O2 → S+2H2O   問５ 22.7［kg］ 

 

 

Ⅳ 

 問１ 18 種類   問２ 3.29×104［kJ］   問３  7.63×103［kJ］ 

 問４ O2+4H++4e- → 2H2O   問５  CO2+4H2 → CH4+2H2O 

  



 

～講評～ 

例年通り大問 4題の出題。有機化学からの出題が異性体の 1問だけになり、理論化学の割合が増加した。 

 

Ⅰ 小問集合。いずれも典型問題なのでここは確実に得点したい。 

Ⅱ 物質の三態及び気体に関する問題。問 6 はきちんと状況を把握して解く必要があるが、問 5 の誘導もついてい

るので解いてほしい。 

Ⅲ 硫黄を題材とした酸化還元と無機化学の問題。特に難しい問題もないので完答してほしい。 

Ⅳ ガソリンを題材とした総合問題。問 1 の異性体の個数はかなり面倒だが、主鎖の炭素数で丁寧に場合分けすれ

ば解けるはず。問 2がやや複雑な問題であったが、他は標準的な問題であった。 

 

難易度はやや易化。煩雑な計算もないので、ボーダーは 7割 5分程度になると思われる。 


